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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディア転送機能（ＭＴＦ）ユーザ装置（ＵＥ）であって、
　複数のアクセスネットワーク間でのメディアフローの転送をサポートするように適合さ
れた、転送ユニットと、
　前記転送ユニットの指示に従って、ネットワーク側へのメディアフロー転送要求を開始
するように適合された、開始ユニットと、
　前記開始ユニットによって開始された前記メディアフロー転送要求内に、メディアフロ
ー転送コンテキスト情報を追加するように適合された、情報追加ユニットとを具備し、
　前記メディアフロー転送コンテキスト情報は、転送されるべきメディアコンポーネント
の識別情報と、転入側アクセスネットワーク内で前記メディア転送機能（ＭＴＦ）ユーザ
装置（ＵＥ）によってサポートされるメディアフローコンポーネントの情報と、置換指示
とを少なくとも含む、
　メディア転送機能（ＭＴＦ）ユーザ装置（ＵＥ）。
【請求項２】
　前記情報追加ユニットによって追加された前記メディアフロー転送コンテキスト情報に
従って前記ネットワーク側がメディア再交渉を実施したことを認識した後で、前記メディ
ア再交渉より前に転送されるべき前記メディアフローを解放するように適合された解放ユ
ニットをさらに具備する請求項１に記載のＭＴＦ　ＵＥ。
【請求項３】
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　前記開始ユニットは、
　メディアコンポーネントを、転入側ネットワーク内の既存のセッションに転送するよう
指示するように適合された、第１の開始ユニットと、
　転送されるべきメディアストリームコンポーネントを運ぶために、前記メディアコンポ
ーネントを、前記転入側ネットワーク内で新たに確立されたセッションに転送するよう指
示するように適合された、第２の開始ユニットとをさらに具備する、請求項１または２に
記載のＭＴＦ　ＵＥ。
【請求項４】
　マルチメディア呼の連続性を実施するためのシステムであって、請求項１～３のいずれ
か一項に記載のメディア転送機能（ＭＴＦ）ＵＥを具備し、ＭＴＦをさらに具備し、
　前記ＭＴＦは、前記要求内で運ばれる前記メディアフロー転送コンテキスト情報に従っ
て、リモートＵＥとのメディア再交渉を実行するように適合され、
　前記メディア再交渉が完了した後で、前記ＭＴＦ　ＵＥまたは前記ＭＴＦは、前記メデ
ィア再交渉より前に転送されるべき前記メディアフローを解放するように適合された、シ
ステム。
【請求項５】
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって開始されたメディアフロー転送のために、ＣＳドメイン内の
関連する回線交換（ＣＳ）シグナリングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）マルチメ
ディアシステム（ＩＭＳ）ドメイン内のセッション開始プロトコル（ＳＩＰ）シグナリン
グとを変換するように適合された、前記ＭＴＦ　ＵＥと前記ＭＴＦとの間のインターワー
キング機能エンティティをさらに具備する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ＭＴＦはアプリケーションサーバ（ＡＳ）内に配置されており、前記ＭＴＦは、初
期フィルタ条件（ｉＦＣ）トリガリング機構を介して起動されることが確実にされた、請
求項４または５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記システムが、前記ＭＴＦと同じ場所に配置されたドメイン転送機能（ＤＴＦ）をさ
らに具備する場合、前記ＭＴＦは、前記ｉＦＣトリガリング機構を介して、前記同じ場所
に配置されたＡＳに呼が到達したら起動される、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　メディア転送機能（ＭＴＦ）であって、
　ＭＴＦユーザ装置（ＵＥ）によって開始されたメディアフロー転送要求から、メディア
フロー転送コンテキスト情報を取得するように適合された、取得ユニットであって、前記
メディアフロー転送コンテキスト情報は、転送されるべきメディアコンポーネントの識別
情報と、転入側アクセスネットワーク内で前記ＭＴＦ　ＵＥによってサポートされるメデ
ィアフローコンポーネントの情報と、置換指示とを少なくとも含む、前記取得ユニットと
、
　前記取得ユニットによって取得された前記メディアフロー転送コンテキスト情報に従っ
て、リモートＵＥとのメディア再交渉を実行するように適合された、エージェントユニッ
トとを具備する、
　メディア転送機能（ＭＴＦ）。
【請求項９】
　前記解放ユニットは、前記エージェントユニットが前記メディア再交渉を完了した後で
、前記メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフローを解放するように適合され
た解放ユニットをさらに具備する、
　請求項８に記載のメディア転送機能（ＭＴＦ）。
【請求項１０】
　マルチメディア呼の連続性を実施するための方法であって、
　メディア転送機能（ＭＴＦ）によって、メディアフロー転送要求を受信することと、
　ＭＴＦ　ＵＥによって送信された前記メディアフロー転送要求内で運ばれるメディアフ
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ロー転送コンテキスト情報に従って、前記ＭＴＦによって、リモートユーザ装置（ＵＥ）
とのメディア再交渉を実行することとを含み、
　前記メディアフロー転送コンテキスト情報は、転送されるべきメディアコンポーネント
の識別情報と、転入側アクセスネットワーク内で前記ＭＴＦ　ＵＥによってサポートされ
るメディアフローコンポーネントの情報と、置換指示とを少なくとも含む、
　方法。
【請求項１１】
　前記メディア再交渉が完了した後で、前記ＭＴＦによって、前記メディア再交渉より前
に転送されるべきメディアフローを解放することをさらに含む、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　転送されるべき前記メディアコンポーネントの前記識別情報は、既存のセッションＩＤ
とメディアコンポーネントＩＤとの組み合わせ、または、独立したメディアコンポーネン
トＩＤである、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　転送されるべき少なくとも１つのメディアフローコンポーネントを、転入側アクセスネ
ットワーク内の既存のセッションに転送するよう、前記ＭＴＦ　ＵＥが指示する、という
手法と、
　転送されるべき少なくとも１つのメディアフローコンポーネントを、前記転入側ネット
ワーク内で新たに確立されたセッションに転送するよう、前記ＭＴＦ　ＵＥが指示する、
という手法とのうちの１つで、前記ＭＴＦ　ＵＥは前記メディアフロー転送要求を開始す
る、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＭＴＦが前記メディアフロー転送要求を受信した後に、前記方法は、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって開始された前記メディアフロー転送要求を、前記要求内で運
ばれる前記置換指示に従って、前記ＭＴＦによって、識別することと、
　転送されるべき前記メディアコンポーネントの前記識別情報に対応する、前記転入側ネ
ットワーク内で前記ＭＴＦ　ＵＥによってサポートされる前記メディアフローコンポーネ
ントの前記情報に基づいて、前記リモートＵＥとの前記メディア再交渉を、前記ＭＴＦに
よって、実行することと、
　前記転入側アクセスネットワークと転出側アクセスネットワークとの間でのメディアフ
ロー転送を完了するために、転出側アクセスネットワーク内の転送されるべきメディアフ
ローを解放することとを含む、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記メディア再交渉より前に転送されるべき前記メディアフローを前記解放することは
、
　元のセッション内に少なくとも１つのメディアフローコンポーネントが存在する場合、
前記ＭＴＦまたは前記ＭＴＦ　ＵＥは、前記ＭＴＦと前記ＭＴＦ　ＵＥとの間での前記メ
ディア再交渉を介して、転送されるべき前記メディアフローを解放する、という手法と、
　元のセッション内にメディアフローコンポーネントが存在しない場合、前記ＭＴＦまた
は前記ＭＴＦ　ＵＥは、転送されるべき前記メディアフローを解放するために、前記元の
セッションの解放を開始する、という手法とのうちの１つを含む、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１６】
　インターネットプロトコル（ＩＰ）マルチメディアシステム（ＩＭＳ）ドメイン内で、
前記メディアフロー転送コンテキスト情報は、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）セッ
ション要求内のヘッダフィールド、パラメータ、またはメッセージボディを拡張すること
によって運ばれる、請求項１０～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＭＴＦ　ＵＥが回線交換（ＣＳ）ドメイン内で前記メディアフロー転送要求を開始
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する場合、前記ＭＴＦ　ＵＥは、前記ＭＴＦに、前記メディアフロー転送コンテキスト情
報を配送する、請求項１６に記載の方法であって、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、ＣＳ呼設定要求のユーザ間（Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅｒ）情報要
素内で前記メディアフロー転送コンテキスト情報を運び、そして、前記要求をネットワー
ク側に送信することと、
　ビジテッドモバイルスイッチングセンター（ＶＭＳＣ）によって、前記要求を受信した
後で、前記要求内で運ばれる前記コンテキスト情報を、記憶のために、ユーザのカスタマ
イズド・アプリケーションズ・フォー・モバイル・ネットワーク・エンハンスト・ロジッ
ク（ＣＡＭＥＬ）アプリケーションエンティティＣＡＭＥＬサービス制御ポイント（ＳＣ
Ｐ）にトリガすることと、
　前記ＣＳドメイン内の前記メディアフロー転送要求が前記ＩＭＳドメインにルーティン
グされたら、ＣＳアダプテーション機能（ＣＳＡＦ）によって、前記コンテキスト情報を
取得するために前記ＣＡＭＥＬサービスと相互作用し、前記コンテキスト情報を、前記Ｓ
ＩＰセッション要求を組み立てる際に前記要求で運ぶことと、
　前記ＣＳＡＦによって、ＩＭＳネットワークを介して、前記ＭＴＦに、前記ＳＩＰセッ
ション要求を送ることとを含む、方法。
【請求項１８】
　前記ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメイン内で前記メディアフロー転送要求を開始する場合、前
記ＭＴＦ　ＵＥは、前記ＭＴＦに、前記メディアフロー転送コンテキスト情報を配送する
、請求項１６に記載の方法であって、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、前記メディアフロー転送要求のＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報要
素内で前記メディアフロー転送コンテキスト情報を運び、そして、前記要求をネットワー
ク側に送信することと、
　ＶＭＳＣによって、前記要求を受信した後で、ネットワーク間インタフェースシグナリ
ングを介して、インターワーキング機能エンティティとしてのメディアゲートウェイ制御
機能（ＭＧＣＦ）に、前記要求を送ることと、
　前記ＭＧＣＦによって、前記要求を、前記ＳＩＰセッション要求に変換することと、
　前記ＭＧＣＦによって、ＩＭＳネットワークを介して、前記ＭＴＦに、前記ＳＩＰセッ
ション要求を送ることとを含む、方法。
【請求項１９】
　前記ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメイン内で前記メディアフロー転送要求を開始する場合、前
記ＭＴＦ　ＵＥは、前記ＭＴＦに、前記メディアフロー転送コンテキスト情報を配送する
、請求項１６に記載の方法であって、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、前記メディアフロー転送要求のＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報要
素内で前記メディアフロー転送コンテキスト情報を運び、そして、前記要求をネットワー
ク側に送信することと、
　アクセスゲートウェイ機能（ＡＧＦ）によって、前記要求を受信した後で、前記要求を
、前記ＳＩＰセッション要求に変換することと、
　前記ＡＧＦによって、ＩＭＳネットワークを介して、前記ＭＴＦに、前記ＳＩＰセッシ
ョン要求を送信することとを含む、方法。
【請求項２０】
　前記ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメイン内で前記メディアフロー転送要求を開始する場合、前
記ＭＴＦ　ＵＥは、前記ＭＴＦに、前記メディアフロー転送コンテキスト情報を配送する
、請求項１６に記載の方法であって、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、メディアがＣＳネットワークに転送されるべきであると判
定した後で、前記ＣＳネットワーク内の、ＵＳＳＤアダプテーション機能（ＵＤＡＦ）に
対応するパブリックサービスアイデンティティ（ＰＳＩ）番号を呼び出すことと、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、メディアフロー転送コンテキスト情報と、ＣＳ呼の前記Ｕ
ＤＡＦとの関連付け情報とを運ぶ、非構造付加サービスデータ（ＵＳＳＤ）メッセージを
送信することと、
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　前記ＵＤＡＦによって、前記関連付け情報に従って、処理されるべき呼を見つけて、前
記メディアフロー転送コンテキスト情報を、ＳＩＰセッション内のメディア転送要求に組
み立てることと、
　初期フィルタ条件（ｉＦＣ）を介して、前記ＭＴＦをトリガすることとを含む、方法。
【請求項２１】
　前記ＭＴＦ　ＵＥがパケット交換（ＰＳ）ドメイン内で前記メディアフロー転送要求を
開始する場合、前記ＭＴＦ　ＵＥは、前記ＭＴＦに、前記メディアフロー転送コンテキス
ト情報を配送する、請求項１６に記載の方法であって、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、メディアがＣＳアクセスネットワークに転送されるべきで
あると判定した後で、ＰＳネットワーク内の特別な被呼番号を呼び出して、前記メディア
フロー転送コンテキスト情報を運ぶことと、
　ＩＭＳネットワークによって、発呼者ｉＦＣの一致に従って、前記ＭＴＦに呼要求をト
リガすることと、
　前記ＭＴＦによって、前記ＭＴＦのＰＳＩ番号を、前記ＭＴＦ　ＵＥに、転送ルーティ
ング番号として割り当てることと、
　前記ＭＴＦ　ＵＥによって、応答を受信した後で、被呼番号としての前記割り当てられ
た転送ルーティング番号を使用して、ＣＳ呼要求を開始することと、
　前記ＭＴＦによって、前記ＣＳ呼要求を受信した後で、ＰＳアクセスネットワーク呼と
前記転送ルーティング番号との間の関連付け関係に従って、前記ＰＳアクセスネットワー
ク呼を見つけて、前記メディアフロー転送コンテキスト情報に従って、メディアフロー転
送処理を実行することとを含む、方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２００６年１１月２３日に出願された中国特許出願番号２００６１０１６２
６０４の利益を享受する、２００７年１１月１９日に出願された国際出願番号ＰＣＴ／Ｃ
Ｎ２００７／００３２５８の利益を享受する。上記出願の内容は、全体的に参照され、こ
こに組み込まれる。
　本発明は、通信の分野に関し、特に、マルチメディア呼の連続性を実施するためのシス
テム、方法、および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、１つの国または地域のモバイル通信事業者は、１つの規格のアクセスネットワー
クのみを配備している。このネットワーク条件下では、ユーザは、シングルモード端末を
介してサービスを取得する。世界的に見ると、さまざまな規格のネットワークが共存して
いる。
【０００３】
　ネットワークの配備における事業者の選択と、事業者間での合併・買収（ｍｅｒｇｅｒ
ｓ　ａｎｄ　ｏｂｔａｉｎｉｎｇｓ）とに伴い、１つの事業者が複数の規格を同時に運用
する場合がある。さらに、モバイルアプリケーションに対するユーザの高まりつつある需
要は、アクセス技術の急速な発展を大幅に促進し、その結果、例えば、ワイヤレス・フィ
デリティ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）（ＷｉＦｉ）、ワールドワイド・イン
ターオペラビリティ・フォー・マイクロウェーブ・アクセス（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎ
ｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）（ＷｉＭ
ＡＸ）などの、多くの新しいアクセス技術が継続的に現れている。したがって、異種アク
セス技術の下でのサービスの連続性を確実にするために、シームレスなサービスの転送（
ｓｅａｍｌｅｓｓ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）をユーザに提供することは、事
業者がユーザの要求を満足するために、そして、事業者自体の競争力を強化するために、
緊急の必要条件となった。現在のところ、さまざまなアクセス技術と、それと同時に、さ
まざまなアクセスモードの端末（すなわち、マルチモード端末。ＣＳＩ端末とＶＣＣ端末
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とは、両方とも、マルチモード端末の応用例である）とをサポートするための、コアネッ
トワークの同一の組が、この要求を満足するために提案されている。
【０００４】
　回線交換（ｃｉｒｃｕｉｔ－ｓｗｉｔｃｈｅｄ）（ＣＳ）サービスと、インターネット
プロトコル（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）（ＩＰ）マルチメディアシステム（
ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｓｙｓｔｅｍ）（ＩＭＳ）サービスとの組み合わせ（ＣＳＩ、Ｃ
ＳベアラとＩＭＳとの組み合わせ（ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ　ＣＳ　ｂｅａｒｅｒｓ　ｗｉｔ
ｈ　ＩＭＳ））が、端末機能を強化することによってＣＳドメインおよびＩＭＳドメイン
の利点を組み合わせるために、そして、パケット交換（ｐａｃｋｅｔ－ｓｗｉｔｃｈｅｄ
）（ＰＳ）ドメインをサポートしているアクセスネットワーク側がリアルタイムメディア
を運ぶことができないという状況においてネットワークエンティティ（ＣＳＩ－ＡＳ）と
連携してマルチメディアサービス体験をユーザに提供するために、第三世代プロジェクト
パートナーシップ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ
ｈｉｐ）（３ＧＰＰ）によって提案されている。
【０００５】
　上記のＣＳＩソリューションにおいて、アクセスネットワーク機能の観点から、グロー
バル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅ
ｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）（ＧＳＭ）ネットワークが
デュアル転送モード（ｄｕａｌ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｍｏｄｅ）（ＤＴＭ）技術をサポー
トすることが、または、広帯域符号分割多元接続（ｗｉｄｅ－ｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）（ＷＣＤＭＡ）ネットワークがマルチ
無線アクセスベアラ（ｍｕｌｔｉ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒ）（ｍｕｌ
ｔｉ　ＲＡＢ）技術をサポートすることが、ＣＳＩを提供するために必要とされる。サポ
ートしていないアクセスネットワークは、同時に１つのタイプのベアラを使用することし
かできない。
【０００６】
　上記のＣＳＩソリューションにおいて、端末機能の観点から、端末は、さまざまなアク
セスタイプのネットワーク上におけるセッションの関連付けをユーザに提供する機能を有
する必要があり、一方、関連付けられるセッションは、さまざまなメディアコンポーネン
トを含む可能性がある。例えば、無線ローカルエリアネットワーク（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）（ＷＬＡＮ）ベアラ上のＩＭＳ音声呼と、ＰＳ
ベアラのＩＭＳテキストとの間の、セッションの関連付けが、ユーザに提供される。
【０００７】
　上記のＣＳＩにおいて、ＣＳＩアプリケーションサーバ（ＣＳＩ－ａｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎ　ｓｅｒｖｅｒ）（ＣＳＩ－ＡＳ）は、以下の機能を有する。
【０００８】
　１．ＣＳＩ端末（発呼者（ｃａｌｌｅｒ））によって開始された、さまざまなアクセス
ネットワーク上で確立されたセッションを、ネットワークポリシーに従って組み合わせる
かどうかの選択。
【０００９】
　２．マルチメディアＩＭＳセッションを受信した後の接続のための、（着呼者（ｃａｌ
ｌｅｅ）としての）ＣＳＩ端末によって登録されたさまざまなアクセスネットワークへの
、ＩＭＳセッションの分割。
【００１０】
　３．ＣＳＩに関連する課金情報の生成。
【００１１】
　４．ＣＳＩに関連する付加サービス処理。
【００１２】
　図１を参照して、ＣＳＩ－ＡＳによるマルチメディアＩＭＳセッションの分割を例に取
ると、マルチメディアＩＭＳセッションを受信した後で、ＣＳＩ－ＡＳは、ＩＭＳセッシ
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ョンをＣＳ呼とＩＭＳ呼とに分割する、すなわち、例えばオーディオ、ビデオなどのリア
ルタイムメディアコンポーネントを、ＣＳネットワーク上で運び、例えばテキストなどの
非リアルタイムメディアコンポーネントを、パケットベースのネットワーク上で運び、さ
らに、ユーザにとって耐えられるならば、ビデオをＰＳドメイン内で運んでもよい。一方
で、サービス体験を確実にするために、ＣＳＩは、リアルタイムおよび非リアルタイムメ
ディアコンポーネントが、反対側のエンドユーザ（ｏｐｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｅｎｄ　ｕｓ
ｅｒ）の同じ端末で終端させられなければならないということを要求する。
【００１３】
　音声呼の連続性（ｖｏｉｃｅ　ｃａｌｌ　ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ）（ＶＣＣ）は、ユー
ザのホームＩＭＳネットワーク内で提供されるアプリケーションであり、ＣＳドメインと
ＩＭＳネットワークとの間での、ユーザの音声呼の、双方向の転送（ｂｉ－ｄｉｒｅｃｔ
ｉｏｎａｌ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）を可能にする。統合されたＩＭＳアーキテクチャは、普
及しているＧＳＭ音声呼を、ＷＬＡＮのカバレージ内で提供することを可能にする。ＣＳ
ドメインとＩＰ接続性アクセスネットワーク（ＩＰ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ　ａｃｃ
ｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）（ＩＰ－ＣＡＮ）との間で、シームレスな音声呼サービスが実
施される場合、ＧＳＭ／ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーションズ・システム
（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓ
ｔｅｍ）（ＵＭＴＳ）の負荷の減少だけでなく、事業者の利益の増加も発生する。さらに
、ボイス・オーバー・アイピー（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）（ＶｏＩＰ）を提供して
いる有線事業者も、３ＧＰＰ　ＩＭＳアーキテクチャによって提供される統合サービスか
ら恩恵を受ける場合がある。
【００１４】
　図２は、３ＧＰＰ　ＶＣＣの実施アーキテクチャを示す。一組の機能エンティティが、
ＩＭＳドメインおよびＣＳドメイン内に新たに追加される。それらの機能エンティティは
、ルートリダイレクションエンティティ（ｒｏｕｔｅ　ｒｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）と、ＣＳドメインアダプテーションエンティティ（ＣＳ　ｄｏｍａｉｎ　ａｄａ
ｐｔａｔｉｏｎ　ｅｎｔｉｔｙ）と、ドメイン選択制御エンティティ（ｄｏｍａｉｎ　ｓ
ｅｌｅｃｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｎｔｉｔｙ）と、ドメイン転送制御エンティティ
（ｄｏｍａｉｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｎｔｉｔｙ）とである。
【００１５】
　１．ルートリダイレクションエンティティ（図２の、カスタマイズド・アプリケーショ
ンズ・フォー・モバイル・ネットワーク・エンハンスト・ロジック（ｃｕｓｔｏｍｉｚｅ
ｄ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｅｎｈａｎｃ
ｅｄ　ｌｏｇｉｃ）（ＣＡＭＥＬ）ａｐｐ）は、呼のアンカーリング制御（ｃａｌｌ　ａ
ｎｃｈｏｒｉｎｇ　ｃｏｎｔｒｏｌ）を実行するために、ＣＳドメインの呼をＩＭＳドメ
インにリダイレクトすることを担当する。一般的な状況においては、ルートリダイレクシ
ョンエンティティは、図２のｇｓｍサービス制御機能（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ
　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＳＣＦ）と同じ場所に配置され、ＣＳドメイン内のサービス制御
ポイント（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｏｉｎｔ）（ＳＣＰ）として実施される
。
【００１６】
　２．ＣＳドメインアダプテーションエンティティ（図２のＣＳアダプテーション機能（
ＣＳ　ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＣＳＡＦ））は、ＩＭＳドメインに
リダイレクトされた、ＣＳドメインの呼を受信すること、および、記憶された情報（場合
によっては、ＣＡＭＥＬ　Ａｐｐと相互作用することを介して得られた情報）に従って、
呼を、ＩＭＳドメインの呼に変換することを担当する。
【００１７】
　３．ドメイン選択制御エンティティ（図２のドメイン選択機能（ｄｏｍａｉｎ　ｓｅｌ
ｅｃｔｉｏｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＤＳＦ）は、ＩＭＳドメイン内のユーザの登録ステ
ータスおよび呼ステータスなどの、さまざまなポリシーに従って、決定を行うこと、およ
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び、選択された接続ドメインにルーティングされるように呼を制御することを担当する。
【００１８】
　４．ドメイン転送制御エンティティ（図２のドメイン転送機能（ｄｏｍａｉｎ　ｔｒａ
ｎｓｆｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＤＴＦ））は、転送が発生する場合に、ＩＭＳドメイ
ン内の呼をアンカーリングすること、および転送を制御することを担当する。
【００１９】
　上記の４つの機能エンティティは、一括してＶＣＣサービス制御エンティティと呼ばれ
る。
【００２０】
　上記のＶＣＣサービス制御エンティティに基づいて、ＶＣＣ端末がアクティビティの音
声セッションを実施している場合にドメイン転送が開始されることがある。ドメイン転送
を実行するためには、ＶＣＣ端末によって開始された、または受け入れられた呼が、ＶＣ
Ｃ端末のホームＩＭＳネットワーク内のＤＴＦにアンカーリングされなければならない。
ＤＴＦは、第三者呼制御（３rd　ｐａｒｔｙ　ｃａｌｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ）（３ＰＣＣ）
機能内のＡＳである。ＶＣＣソリューションにおいては、ＤＴＦとＶＣＣ端末との間のセ
ッション制御レグ（ｓｅｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌｅｇ）は、アクセスレグ（ａｃ
ｃｅｓｓ　ｌｅｇ）と呼ばれ、ＤＴＦとリモートユーザとの間のセッション制御レグは、
リモートレグ（ｒｅｍｏｔｅ　ｌｅｇ）と呼ばれる。転送（ｔｒａｎｓｆｅｒ）は、古い
アクセスレグを、新しいアクセスレグによって置換することである。一般的な状況におい
ては、ＶＣＣ端末は、アクセスネットワークの無線信号の強度を、コアネットワークより
も正確に感知することができ、したがって、高い遅延要求を有するドメイン転送プロセス
は、端末からネットワークに向けて開始される。ユーザのＶＣＣ端末が、無線信号とその
他の要因とを検出し、ソースネットワークからデスティネーションネットワークに転送す
る必要があるということを判定した場合、ＶＣＣ端末は、デスティネーションネットワー
ク内の特別な番号を呼び出す。特別な番号に対する呼要求（ｃａｌｌ　ｒｅｑｕｅｓｔ）
は、ＤＴＦにトリガされてもよい。元の呼は、ＤＴＦにおいてすでにアンカーリングされ
ているため、ＤＴＦは、ユーザＩＤに従って、古い呼と新しい呼とを関連付ける。新たに
確立された呼の中のメディアに従って、元の呼のリモートユーザ端末と、メディアが再交
渉され、転送される呼に対応するメディアフロー（ｍｅｄｉａ　ｆｌｏｗ）は、転出側ア
クセスネットワーク（ｔｒａｎｓｆｅｒｒｅｄ－ｏｕｔ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ
）内のマルチモード端末のポートから、転入側アクセスネットワーク（ｔｒａｎｓｆｅｒ
ｒｅｄ－ｉｎ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）内の対応するポートに、メディア再交渉
のプロセス中に同時にリダイレクトされる。メディア交渉が完了したら、新しい呼は正常
に確立される。次に、転入側アクセスネットワーク内の呼は、ＤＴＦまたはＶＣＣユーザ
装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）（ＵＥ）によって解放される。このようにして、
ユーザの音声呼は、デスティネーションネットワークに転送される。転送の間、ユーザの
音声呼は中断されないままであり、それによって、ユーザのサービス体験は向上する。
【００２１】
　図３は、ＶＣＣにおいて、ＣＳドメインからＩＭＳドメインに呼を転送するフローチャ
ートである。
【００２２】
　０～１．ＶＣＣ　ＵＥは、無線環境に従って、ＩＭＳドメインに呼が転送される必要が
あるということを判定し、ドメイン転送を開始するために、ＩＭＳドメイン内の特別な番
号、すなわち、ＶＣＣドメイン転送ＵＲＩ（ＶＣＣ　ｄｏｍａｉｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　
ＵＲＩ）（ＶＤＩ）を呼び出す。呼要求は、プロキシ呼セッション制御機能（ｐｒｏｘｙ
　ｃａｌｌ　ｓｅｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（Ｐ－ＣＳＣＦ）か
ら、ＶＣＣユーザのホームＩＭＳネットワーク内のサービング呼セッション制御機能（ｓ
ｅｒｖｉｎｇ　ｃａｌｌ　ｓｅｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（Ｓ－
ＣＳＣＦ）に、処理のために送られる。
【００２３】
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　２．Ｓ－ＣＳＣＦは、発呼者の初期フィルタ条件（ｉｎｉｔｉａｌ　Ｆｉｌｔｅｒ　Ｃ
ｒｉｔｅｒｉａ）（ｉＦＣ）に従って、処理のためにＤＴＦに対して呼をトリガする。
【００２４】
　３．ＤＴＦは、ＩＮＶＩＴＥ内のＶＤＩによって、呼はドメイン転送要求であるという
ことを判定し、発呼者情報に従って、アンカーリングされたセッションを見つける。
【００２５】
　４～８．ＤＴＦは、ユーザのエージェントとして働いて、転送要求内のメディア情報を
使用することによって、セッション記述プロトコル（ｓｅｓｓｉｏｎ　ｄｅｓｃｒｉｐｔ
ｉｏｎ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）（ＳＤＰ）をリモートユーザと再交渉する。
【００２６】
　９．デスティネーションネットワークのセッションが確立された後で、ＤＴＦは、ＶＣ
ＣユーザのＣＳドメインのアクセス部内の呼リソースを解放する。
【００２７】
　ＶＣＣに関連する上記の内容に基づいて、以下のシナリオが考えられる。
【００２８】
　第１のシナリオでは、マルチモード端末は、ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（
ＵＭＴＳ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）（Ｕ
ＴＲＡＮ）ＣＳアクセス、ＵＴＲＡＮ　ＰＳアクセス、およびＷＬＡＮアクセスをサポー
トし、ＰＳおよびＷＬＡＮを介してＩＭＳネットワークに登録することが可能である。ユ
ーザは、ＶＣＣサービス機能を有する。ユーザは、ＣＳドメイン内に登録されており、呼
を処理し、その他のドメイン内には登録されていない。ユーザが、ＵＴＲＡＮとＷＬＡＮ
とによってカバーされるクロスカバレージ（ｃｒｏｓｓ－ｃｏｖｅｒａｇｅ）に移動した
場合（ＣＳセッションは、クロスカバレージの故に、保持されることが可能である）、ユ
ーザは、ＷＬＡＮベアラ上のＩＭＳ登録を開始し、そして、被呼側（ｃａｌｌｅｄ　ｓｉ
ｄｅ）から送信された非リアルタイムメディアセッションを受信する。ユーザが、ＷＬＡ
Ｎのみによってカバーされる領域に引き続き移動する場合、ＣＳネットワーク上で運ばれ
るリアルタイムメディアコンポーネントは、ＷＬＡＮベアラに転送される必要がある。さ
らに、リモートレグ上には１つのセッションしか存在しないため、リアルタイムメディア
コンポーネントは、非リアルタイムメディアコンポーネントが存在するセッションに転送
されなければならない。非リアルタイムメディアコンポーネントについて、同様の状況が
存在する。
【００２９】
　上記の第１のシナリオで、被呼側から送信された非リアルタイムメディアセッションを
受信した後で、ユーザがＷＬＡＮカバレージエリアの外に移動した場合、マルチモード端
末は、ＵＴＲＡＮの下でＰＳドメインのアクセスをアクティブにし、ＰＳを介してＩＭＳ
に登録する。次に、ＷＬＡＮベアラの非リアルタイムメディアセッションをＰＳベアラに
転送するための、転送が開始される。リアルタイムメディアセッションについて、同様の
シナリオが存在する。
【００３０】
　第２のシナリオでは、マルチモード端末が、ＷＬＡＮによってアクセスされるＩＭＳの
みに登録する場合、反対側のエンドユーザとのマルチメディアセッションが実行される。
次に、ユーザは、ＷＬＡＮによってカバーされるエッジ領域に移動し、そして、マルチモ
ード端末が、ＣＳドメイン内の信号がより良好であるということを検出したら，ＣＳドメ
イン内の登録がアクティブにされる。マルチメディア呼の中のリアルタイムメディアの、
ＣＳドメインベアラへの転送が開始される。
【００３１】
　発生する可能性がある、以下のメディアフロー転送モードが、上記のシナリオから導き
出されてもよい。
【００３２】
　１．マルチメディアセッション内のリアルタイムまたは非リアルタイムメディアコンポ
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ーネントが、他のベアラに転送される。
【００３３】
　２．関連付けられたセッションを構成するリアルタイムまたは非リアルタイムメディア
セッションが、他のベアラに転送される。
【００３４】
　３．関連付けられたセッションを構成するリアルタイムまたは非リアルタイムメディア
セッションが、他のＩＰ－ＣＡＮ上の既存のセッションに転送される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３５】
　既存のＶＣＣ技術は、異なるアクセスモードのベアラ間での、音声セッションの転送の
問題を解決するのみであり、したがって、音声セッションの連続性を実施することが可能
であるのみであり、しかし、場合によっては発生する可能性がある、前述のメディアフロ
ー転送モードはサポートしない、ということを、本発明の過程において、発明者は発見し
た。すなわち、既存のＶＣＣ技術は、異なるアクセスモードのベアラ間で、マルチモード
端末上のマルチメディアセッション内のメディアフローの部分を転送することの問題を解
決することはできない。
【課題を解決するための手段】
【００３６】
　したがって、本発明のさまざまな実施形態は、ドメイン転送が発生する場合に、異なる
アクセスモードのベアラ間で、マルチメディアセッション内のメディアフローの部分を転
送するために、マルチメディア呼の連続性を実施するための、システム、方法、および装
置を提供する。
【００３７】
　本発明の一実施形態では、システムが提供される。システムは、マルチモード端末メデ
ィア転送機能（ｍｅｄｉａ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＭＴＦ）ＵＥを含
み、要求内で運ばれるメディアフロー転送コンテキスト情報に従って、リモートＵＥとの
メディア再交渉を実行するように適合された、ＭＴＦとを含む。メディア再交渉が完了し
た後で、ＭＴＦ　ＵＥまたはＭＴＦは、メディア再交渉より前に転送されるべきメディア
フロー（ｔｈｅ　ｍｅｄｉａ　ｆｌｏｗ　ｔｏ　ｂｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒｒｅｄ　ｂｅｆ
ｏｒｅ　ｔｈｅ　ｍｅｄｉａ　ｒｅｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ）を解放するように適合され
る。
【００３８】
　本発明の一実施形態では、ＭＴＵ　ＵＥが提供される。ＭＴＵ　ＵＥは、複数のアクセ
スネットワーク間でのメディアフローの転送をサポートするように適合された、転送ユニ
ット（ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｕｎｉｔ）と、転送ユニットの指示に従って、ネットワーク側
へのメディアフロー転送要求を開始するように適合された、開始ユニット（ｉｎｉｔｉａ
ｔｉｎｇ　ｕｎｉｔ）と、開始ユニットによって開始されたメディアフロー転送要求内に
、メディアフロー転送コンテキスト情報を追加するように適合された、情報追加ユニット
（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ａｄｄｉｎｇ　ｕｎｉｔ）とを含む。ＭＴＵ　ＵＥは、任意
選択で、情報追加ユニットによって追加されたメディアフロー転送コンテキスト情報に従
ってネットワーク側がメディア再交渉を完了したことを認識した後で、メディア再交渉よ
り前に転送されるべきメディアフローを解放するように適合された、解放ユニット（ｒｅ
ｌｅａｓｅ　ｕｎｉｔ）を含む。
【００３９】
　本発明の一実施形態では、ＭＴＦが提供される。ＭＴＦは、ＭＴＦ　ＵＥによって開始
されたメディアフロー転送要求から、メディアフロー転送コンテキスト情報を取得するよ
うに適合された、取得ユニット（ｏｂｔａｉｎｉｎｇ　ｕｎｉｔ）と、取得ユニットによ
って取得されたメディアフロー転送コンテキスト情報に従って、リモートＵＥとのメディ
ア再交渉を実行するように適合された、エージェントユニット（ａｇｅｎｔ　ｕｎｉｔ）
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を含む。ＭＴＦは、任意選択で、エージェントユニットがメディア再交渉を完了した後で
、メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフローを解放するように適合された、
解放ユニット（ｒｅｌｅａｓｅ　ｕｎｉｔ）を含む。
【００４０】
　本発明の一実施形態では、方法が提供される。方法は、ＭＴＦによって、メディアフロ
ー転送要求を受信するステップと、ＭＴＦによって、ＭＴＦ　ＵＥによって送信されたメ
ディアフロー転送要求内で運ばれるメディアフロー転送コンテキスト情報に従って、リモ
ートＵＥとのメディア再交渉を実行するステップとを含む。方法は、メディア再交渉が完
了した後で、メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフローを解放するステップ
を更に含む。
【００４１】
　本発明の実施形態では、マルチメディア呼の連続性を実施するためのシステム、方法、
および装置が提供される。マルチモード端末ＭＴＦ　ＵＥは、複数のモード間でのメディ
アフロー転送をサポートし、開始されるメディアフロー転送要求内でメディアフロー転送
コンテキスト情報を運ぶ。ＭＴＦは、コンテキスト情報を使用して、リモートＵＥとのメ
ディア再交渉を開始および実行するための、エージェントとして働く。メディア再交渉が
成功した後で、転送されるべきメディアフローは解放され、それによって、異なるアクセ
スモードのベアラ間でのメディアフロー転送が実施される。
【００４２】
　本発明の実施形態では、マルチモード端末のさまざまなアクセスモードのベアラ間での
メディアフロー転送の問題が、ＭＴＦを追加することによって、ＶＣＣの既存のフローに
影響を及ぼすことなく対処され、ユーザのモバイル体験は向上し、ネットワークモビリテ
ィサービスにおける事業者の競争力も強化される。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】従来技術における、ＣＳＩ－ＡＳによるマルチメディアＩＭＳセッションの分割
の概略図である。
【図２】既存の３ＧＰＰ　ＶＣＣの実施アーキテクチャの概略図である。
【図３】既存のＶＣＣにおいて、ＣＳドメインからＩＭＳドメインに呼を転送するフロー
チャートである。
【図４】本発明の一実施形態によるシステムの概略構造図である。
【図５】本発明の第１の実施形態によるシステムの概略図である。
【図６】本発明の第２の実施形態によるシステムの概略図である。
【図７】本発明の第３の実施形態によるシステムの概略図である。
【図８】本発明の第４の実施形態によるシステムの概略図である。
【図９】本発明の第５の実施形態によるシステムの概略図である。
【図１０】本発明の第６の実施形態によるシステムの概略図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるマルチモード端末ＭＴＦ　ＵＥの概略構造図である
。
【図１２】本発明の一実施形態によるＭＴＦの概略構造図である。
【図１３】本発明の一実施形態による方法のステップを示すフローチャートである。
【図１４】本発明の第１の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図１６】本発明の第３の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図１７】本発明の第４の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図１８】本発明の第５の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図１９】本発明の第６の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図２０】本発明の第７の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図２１】本発明の第８の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
【図２２】本発明の第９の実施形態による方法の信号送信フロー図である。
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【発明を実施するための形態】
【００４４】
　マルチモード端末の移動に伴い、ドメイン転送（ｄｏｍａｉｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）が
発生する場合、マルチモード端末上のマルチメディアセッション内のメディアフローコン
ポーネントの部分は、マルチメディアセッションの連続性を維持するために、マルチモー
ド端末によってサポートされているさまざまなアクセスネットワーク内に転送される。
【００４５】
　本発明の一実施形態では、マルチメディア呼の連続性を実施するためのシステムが提供
される。図４を参照すると、システムは、マルチモード端末メディア転送機能（ｍｅｄｉ
ａ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＭＴＦ）ＵＥと、ＭＴＦと、リモートＵＥ
とを含む。さらに、ＭＴＦ　ＵＥとＭＴＦとの間に、インターワーキング機能エンティテ
ィ（ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｅｎｔｉｔｙ）も含まれてもよ
い。
【００４６】
　ＭＴＦ　ＵＥは、マルチメディアセッション内の少なくとも１つのメディアフローコン
ポーネントの、複数のモード間での転送をサポートし、そして、開始されるメディアフロ
ー転送要求内で、メディアフロー転送コンテキスト情報を運ぶ。さらに、メディアフロー
転送コンテキスト情報に従ったメディア再交渉をネットワーク側が完了したことを認識し
たら、ＭＴＦまたはＭＴＦ　ＵＥは、メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフ
ローの解放を開始する。
【００４７】
　アクセスモード：ＭＴＦ　ＵＥは、少なくとも、同時に２つのアクセスモードをサポー
トし、これは、以下に限定されないが、ＣＳドメインネットワークにアクセスすることと
、ＩＭＳネットワークにアクセスすることとを同時にサポートすることを含む。
【００４８】
　ＣＳネットワークにアクセスすることは、ＭＴＦ　ＵＥが、ＣＳシグナリングを介して
メディアフロー転送要求を開始し、次に、インターワーキング機能エンティティがＣＳシ
グナリングからＩＭＳネットワーク内のセッション開始プロトコル（ＳＩＰ）シグナリン
グへの変換を完了した後で、ＭＴＦに到達し、それによりＭＴＦ　ＵＥとＭＴＦとの間の
相互作用を実施することである。ＩＭＳネットワークにアクセスすることは、ＭＴＦ　Ｕ
ＥがＳＩＰシグナリングを介してＭＴＦと相互作用することである。
【００４９】
　メディアフロー転送コンテキスト情報は、転送されるべきメディアコンポーネントの識
別情報と、転入側アクセスネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポートされるメディ
アフローコンポーネントの情報と、置換指示とを少なくとも含む。
【００５０】
　開始方法：ＭＴＦ　ＵＥは、メディアフロー転送要求を開始する際に、転入側アクセス
ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによって確立済みのセッションに転送する必要があるかど
うかを認識している場合があるため、ＭＴＦ　ＵＥは、対応する方法でメディアフロー転
送要求を開始してもよい。ＭＴＦ　ＵＥは、メディアフロー転送要求を、以下の２つの方
法で開始する。
【００５１】
　１）メディアコンポーネントが、デスティネーション側アクセスネットワーク内の既存
のセッションに転送される場合、ＭＴＦ　ＵＥは、転入側セッション上でメディア再交渉
を開始することによって、メディアフローコンポーネントの転送を完了する。
【００５２】
　２）メディアコンポーネントが、デスティネーション側アクセスネットワーク内で新た
に確立されるセッションに転送される必要がある場合、ＭＴＦ　ＵＥは、メディアフロー
コンポーネントの転送を完了するために、転送されるべきメディアフローコンポーネント
を運ぶための転入側アクセスネットワーク内のセッションを確立するよう指示する。



(13) JP 4977211 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

【００５３】
　ＭＴＦは、ＣＳＩ　ＡＳ機能に基づいて追加された、いくつかの機能を有する。したが
って、ＭＴＦは、ＭＴＦ　ＵＥによって送信されたメディアフロー転送要求を識別するよ
うに、そして、要求内で運ばれるメディアフロー転送コンテキスト情報に従って、転送さ
れるべきメディアコンポーネントと、転入側ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポ
ートされるメディアフローコンポーネントとを識別するように、そして次に、転送される
べきメディアコンポーネントに対応する、転入側ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによって
サポートされるメディアフローを確立するために、リモートＵＥとのメディア再交渉を開
始および実行するためのエージェントとして働くように、適合される。さらに、メディア
再交渉が完了した後で、メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフローの解放が
開始されてもよい（ＭＴＦおよびＭＴＦ　ＵＥのうちのいずれかが解放を開始する）。こ
のようにして、「新しい」メディアフローコンポーネントと「古い」メディアフローコン
ポーネントとの置換が実施されて、メディアフローコンポーネントは転送される。
【００５４】
　特定の実施においては、ＭＴＦは、第三者呼制御（３ＰＣＣ）機能（を含むが、これに
限定されない）を介し、ＭＴＦ　ＵＥとリモートＵＥとの間のセッション経路内にある。
メディアフローコンポーネントの転送の間、ＭＴＦは、ＳＩＰシグナリングを介してＭＴ
Ｆ　ＵＥと通信する。ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメインモードにある場合、通信は、インター
ワーキング機能エンティティによってＣＳシグナリングとＳＩＰシグナリングとを変換し
た後で実行される。
【００５５】
　インターワーキング機能エンティティは、ＣＳドメイン内でＭＴＦ　ＵＥによって開始
されたメディアフロー転送フロー内の関連するＣＳシグナリングを、ＩＭＳドメイン内の
ＳＩＰシグナリングに変換し、次に、ＳＩＰシグナリングをＭＴＦに送信するように、お
よび、ＩＭＳドメイン内でＭＴＦによってＭＴＦ　ＵＥに送信されたＳＩＰシグナリング
を、ＣＳシグナリングに変換し、次に、ＣＳシグナリングをＭＴＦ　ＵＥに送信するよう
に、適合される。
【００５６】
　特定の実施においては、ＭＴＦは、複数の配備様式を有する。ＭＴＦは、ＡＳであって
もよく（ＡＳとして単独に使用されること、またはＡＳとして、他のネットワーク要素（
ＮＥ）と同じ場所に配置されることを含む）、そして、初期フィルタ条件（ｉＦＣ）トリ
ガリング機構を介してネットワークによって起動されることが確実にされる。あるいは、
ＭＴＦは、ＭＴＦ　ＵＥとネットワークとの間でシグナリングを交換するための通過エン
ティティ（ｔｒａｎｓｉｔ　ｅｎｔｉｔｙ）として使用される。本発明により提供される
システムを、システムの６つの実施形態を使用して、以下で具体的に説明する。
【００５７】
　第１の実施形態によるシステムでは、図５に示すように、ＭＴＦは単独のＡＳとして使
用される。
【００５８】
　この実施形態のシステムでは、ＭＴＦは、ネットワーク内のホーム加入者サーバ（ｈｏ
ｍｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｅｒｖｅｒ）（ＨＳＳ）と、ＩＭＳネットワーク内で定
義されたＳｈインタフェースを使用することによって通信し、ＭＴＦは、ＩＭＳネットワ
ーク内のその他のエンティティと、ＩＭＳネットワーク内で定義された、ＳＩＰプロトコ
ルを使用するＩＭＳサービス制御（ＩＭＳ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）（ＩＳＣ
）インタフェースを介して通信し、ＭＴＦは、Ｓ－ＣＳＣＦによって、ＳＩＰシグナリン
グを使用して、必要とされる情報をＤＴＦに配送し、ｇｓｍＳＣＦは、ＣＡＭＥＬサービ
スと、内部インタフェースを使用することによって相互作用し、ＣＡＭＥＬサービスは、
ＣＳＡＦと、内部インタフェースを使用することによって相互作用する。メディアゲート
ウェイ制御機能（ｍｅｄｉａ　ｇａｔｅｗａｙ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（
ＭＧＣＦ）は、ＣＳシグナリングおよびＳＩＰシグナリングのインターワーキング機能エ
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ンティティに属する。
【００５９】
　この実施形態のシステムが実施される場合、ＭＴＦが、常に、ＤＴＦよりもユーザに近
い位置において、ｉＦＣトリガリング機構によって起動されることを、ＭＴＦは確実にす
る。すなわち、ＭＴＦ　ＵＥが発呼者（ｃａｌｌｅｒ）として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦ
Ｃトリガリング機構を介して、ＤＴＦよりも先に、ネットワークによって起動され、そし
て、ＭＴＦ　ＵＥが着呼者（ｃａｌｌｅｅ）として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリ
ング機構を介して、ＤＴＦよりも後に、ネットワークによって起動される。
【００６０】
　第２の実施形態によるシステムでは、図６に示すように、ＭＴＦは、ＡＳとして、ＤＳ
Ｆと同じ場所に配置される。
【００６１】
　この実施形態のシステムでは、ＭＴＦは、それぞれＩＳＣおよびＳｈである、ＤＳＦの
既存のインタフェースを介して、ＩＭＳネットワーク内のエンティティと通信し、ｇｓｍ
ＳＣＦは、ＣＡＭＥＬサービスと、内部インタフェースを介して相互作用し、ＣＡＭＥＬ
サービスは、ＣＳＡＦと、内部インタフェースを介して相互作用する。ＭＧＣＦは、ＣＳ
シグナリングおよびＳＩＰシグナリングのインターワーキング機能エンティティに属する
。
【００６２】
　この実施形態のシステムが実施される場合、ＭＴＦが存在するＡＳが、常に、ＤＴＦよ
りもユーザに近い位置において、ｉＦＣトリガリング機構を介して起動されることを、Ｍ
ＴＦは確実にする。すなわち、ＭＴＦ　ＵＥが発呼者として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣ
トリガリング機構を介して、ＤＴＦよりも先に、ネットワークによって起動され、そして
、ＭＴＦ　ＵＥが着呼者として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリング機構を介して、
ＤＴＦよりも後に、ネットワークによって起動される。
【００６３】
　第３の実施形態によるシステムでは、図７に示すように、ＭＴＦは単独のＡＳとして使
用され、そして、ＭＴＦ　ＵＥは、サービス制御シグナリングを配送するための非構造付
加サービスデータ（ｕｎｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　ｄａｔａ）（ＵＳＳＤ）をサポートする。
【００６４】
　この実施形態のシステムでは、ＭＴＦは、ＨＳＳと、ＩＭＳ規格で定義されたＳｈイン
タフェースを使用することによって通信し、ＭＴＦは、Ｓ－ＣＳＣＦと、ＩＭＳ規格で定
義されたＩＳＣインタフェースを介して通信し、そして、必要とされる転送およびセッシ
ョン制御情報をＤＴＦに、ＩＳＣインタフェースを介して配送する。任意選択で、ＭＴＦ
は、パブリックサービスアイデンティティ（ｐｕｂｌｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｉｄｅｎｔ
ｉｔｙ）（ＰＳＩ）手法でアドレス指定するためのＭａインタフェースをサポートする。
【００６５】
　ＵＳＳＤアダプテーション機能（ＵＳＳＤ　ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ
）（ＵＤＡＦ）は、例えばメディアフロー転送要求などの、ＣＳ内で確立された呼に関連
付けられたＵＳＳＤサービス制御指示を配送するために、ＭＡＰまたはＤＩＡＭＥＴＥＲ
を使用することによって、ＨＳＳと通信する。ＵＤＡＦは、要求を、ＳＩＰに適合する要
求に変換することを担当する。ＭＴＦ　ＵＥがユーザのホームネットワーク内に配置され
ている場合、ＵＳＳＤチャネルは、ＨＳＳを通過せずに、ビジテッドモバイルスイッチン
グセンター（ｖｉｓｉｔｅｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｃｅｎｔｅｒ）（Ｖ
ＭＳＣ）／ビジターロケーションレジスタ（ｖｉｓｉｔｏｒ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅｇ
ｉｓｔｅｒ）（ＶＬＲ）とＵＤＡＦとの間で直接配送されてもよい。
【００６６】
　この実施形態のシステムが実施される場合、ＭＴＦが、常に、ＤＴＦよりもユーザに近
い位置において、ｉＦＣトリガリング機構を介して起動されることを、ＭＴＦは確実にす
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る。すなわち、ＭＴＦ　ＵＥが発呼者として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリング機
構を介して、ＤＴＦよりも先に、ネットワークによって起動され、そして、ＭＴＦ　ＵＥ
が着呼者として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリング機構を介して、ＤＴＦよりも後
に、ネットワークによって起動される。
【００６７】
　特定の実施においては、以下の組み合わせ手法がさらに存在してもよい。
【００６８】
　１．ＵＤＡＦとＭＴＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００６９】
　２．ＭＴＦとＤＳＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００７０】
　３．ＭＴＦとＤＳＦとＤＴＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００７１】
　４．ＵＤＡＦとＭＴＦとＤＳＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００７２】
　５．ＵＤＡＦとＭＴＦとＤＳＦとＤＴＦとが組み合わされてＡＳとされる。
【００７３】
　６．この実施形態のシステムが、第１の実施形態のシステムと組み合わされる場合、Ｕ
ＤＡＦとＣＳＡＦとが組み合わされてＡＳとされ、ＭＴＦとＤＳＦとが組み合わされてＡ
Ｓとされる。
【００７４】
　第４の実施形態によるシステムでは、図８に示すように、ＭＴＦは単独のＡＳとして使
用され、そして、ＭＴＦ　ＵＥは、ＰＳアクセスベアラのＳＩＰシグナリングを介して、
ＣＳベアラ内での呼確立の制御とサービス制御とをサポートする。
【００７５】
　この実施形態のシステムでは、独立したＡＳとして、ＭＴＦは、Ｓ－ＣＳＣＦと、３Ｇ
ＰＰ　ＩＭＳ規格で定義されたＩＳＣインタフェースを介して通信し、そして、必要とさ
れる転送およびセッション制御情報をＤＴＦに、ＩＳＣインタフェースを介して配送する
。任意選択で、ＭＴＦは、Ｍａインタフェースを介してＰＳＩによってアドレス指定され
るように、Ｍａインタフェースをサポートする。任意選択で、ＭＴＦは、ＨＳＳとのＳｈ
インタフェースをサポートする。
【００７６】
　ＣＳベアラ制御機能（ＣＳ　ｂｅａｒｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（Ｃ
ＳＣ）は、ＭＴＦ　ＵＥ　ＰＳアクセスベアラ上のＳＩＰシグナリングを介して、ＵＥ　
ＣＳベアラ上でのセッション確立の制御とサービス制御とを行うために、ＭＴＦ　ＵＥと
連携して動作する。任意選択で、ＨＳＳとのＳｈインタフェースがサポートされる。ＣＳ
ベアラ上での呼確立を制御するために、ＣＳＣは、ＭＴＦよりもＵＥに近い。
【００７７】
　この実施形態のシステムが実施される場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリング機構を介し
て、ＤＴＦよりもＵＥに近い位置において常に起動されることが確実にされる。すなわち
、ＭＴＦ　ＵＥが発呼者として働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリング機構を介して、
ＤＴＦよりも先に、ネットワークによって起動され、そして、ＭＴＦ　ＵＥが着呼者とし
て働く場合、ＭＴＦは、ｉＦＣトリガリング機構を介して、ＤＴＦよりも後に、ネットワ
ークによって起動される。同様に、ＣＳＣは、ＭＴＦよりもＵＥに近い位置において起動
されることが確実にされる。
【００７８】
　特定の実施においては、以下の組み合わせ手法がさらに存在する。
【００７９】
　ＣＳＣとＭＴＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００８０】
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　２．ＣＳＣとＤＳＦとＭＴＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００８１】
　３．ＭＴＦとＣＳＣとＤＳＦとＤＴＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００８２】
　４．この実施形態のシステムは、第１の実施形態のシステムと組み合わされてもよく、
そして、ＣＳＣとＭＴＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００８３】
　５．この実施形態のシステムは、第１の実施形態のシステムと組み合わされてもよく、
そして、ＣＳＣとＭＴＦとＤＳＦとが組み合わされてＡＳとされる、または、
【００８４】
　６．この実施形態のシステムは、第１の実施形態のシステムと組み合わされてもよく、
そして、ＣＳＣとＭＴＦとＤＳＦとＤＴＦとが組み合わされてＡＳとされる。
【００８５】
　第５の実施形態によるシステムでは、図９に示すように、ＭＴＦは、ＡＳとして、ＤＴ
Ｆと同じ場所に配置される。
【００８６】
　この実施形態のシステムでは、ＤＴＦとＤＳＦとは内部インタフェースを使用する。Ｍ
ＴＦは、それぞれＩＳＣ、Ｓｈ、およびＭａであるＤＴＦ内の既存のインタフェースを介
して、ＩＭＳネットワーク内のエンティティと通信し、ｇｓｍＳＣＦは、ＣＡＭＥＬサー
ビスと、内部インタフェースを介して相互作用し、ＣＡＭＥＬサービスは、ＣＳＡＦと、
内部インタフェースを介して相互作用する。ＭＧＣＦは、ＣＳシグナリングおよびＳＩＰ
シグナリングのインターワーキング機能エンティティに属する。
【００８７】
　この実施形態のシステムが実施される場合、ＭＴＦは、同じ場所に配置されたＮＥに呼
が到達した場合に、ｉＦＣトリガリング機構を介して、ネットワークによって起動される
。
【００８８】
　第６の実施形態によるシステムでは、図１０に示すように、ＭＴＦは、ＭＴＦ　ＵＥと
ネットワークとの間でシグナリングを交換するための通過エンティティとして使用される
。
【００８９】
　この実施形態のシステムでは、ＭＴＦは、特別な登録フローを介して、Ｐ－ＣＳＣＦと
Ｓ－ＣＳＣＦとのサービスルートの間に挿入され、そして、当然、ＭＴＦ　ＵＥによって
始端し、かつ、終端する任意の呼経路の中に挿入されてもよい。アクセスゲートウェイ機
能（ａｃｃｅｓｓ　ｇａｔｅｗａｙ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＡＧＦ）は、ＣＳドメイン内
での、呼シグナリングとＳＩＰシグナリングとの変換を担当する。
【００９０】
　特別な登録フローは、例えば、Ｓ－ＣＳＣＦにおいてデータを設定することである。ユ
ーザからの登録要求を受信し、認証を完了した後で、Ｓ－ＣＳＣＦは、ＭＴＦに登録する
ために、ＭＴＦ　ＵＥのアドレスを運ぶ。登録が完了した後で、Ｓ－ＣＳＣＦのアドレス
として、ＭＴＦのアドレスが、ＭＴＦ　ＵＥに返され、そして、Ｓ－ＣＳＣＦは、ユーザ
の以前の登録情報を消去する。ＭＴＦは、その後、Ｓ－ＣＳＣＦへの登録を開始するため
の、ユーザのエージェントとして働く。Ｓ－ＣＳＣＦは、ＭＴＦ　ＵＥのアドレスとして
、ＭＴＦのアドレスを採用する。このようにして、ＭＴＦは、ＭＴＦ　ＵＥとＳ－ＣＳＣ
Ｆとの間に配置される。
【００９１】
　この実施形態のシステムが実施される場合、呼は、ＭＴＦに到達する際に、ネットワー
クによって起動される。
【００９２】
　上記のシステムに基づいて、本発明の一実施形態では、マルチモード端末（すなわち、
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ＭＴＦ　ＵＥ）がさらに提供される。図１１を参照すると、マルチモード端末は、順に接
続された、転送ユニットと、開始ユニットと、情報追加ユニットとを含み、そして、解放
ユニットをさらに含む。特定の開始手法に対応して、開始ユニットは、第１の開始ユニッ
トと第２の開始ユニットとをさらに含む。
【００９３】
　転送ユニットは、複数のモード間で転送されるべきメディアフローをローカルエンドに
おいてサポートするように適合される。
【００９４】
　開始ユニットは、転送ユニットの指示に従って、ネットワーク側への、メディアフロー
転送要求を開始するように適合される。
【００９５】
　開始ユニット内の第１の開始ユニットは、転入側ネットワーク内の既存のセッションに
転送される必要があるメディアフローコンポーネントの、転送を指示するように適合され
る。
【００９６】
　開始ユニット内の第２の開始ユニットは、転送されるべきメディアフローコンポーネン
トを運ぶための、転入側ネットワーク内の呼の確立を指示するように適合される。
【００９７】
　情報追加ユニットは、開始ユニットによって開始されたメディアフロー転送要求内に、
メディアフロー転送コンテキスト情報を追加するように適合される。
【００９８】
　解放ユニットは、情報追加ユニットによって追加されたメディアフロー転送コンテキス
ト情報に従ったメディア再交渉をネットワーク側が完了したことを認識した後で、メディ
ア再交渉より前に転送されるべきメディアフローを解放するように適合される。
【００９９】
　上記のシステムに基づいて、本発明の一実施形態では、メディア転送機能（すなわち、
ＭＴＦ）がさらに提供される。図１２を参照すると、ＭＴＦは、順に接続された、取得ユ
ニットと、エージェントユニットと、解放ユニットを含む。
【０１００】
　取得ユニットは、ＭＴＦ　ＵＥによって開始されたメディアフロー転送要求から、メデ
ィアフロー転送コンテキスト情報を識別および取得するように適合される。
【０１０１】
　エージェントユニットは、取得ユニットによって取得されたメディアフロー転送コンテ
キスト情報に従ってリモートＵＥとのメディア再交渉を開始および実行するための、エー
ジェントとして働くように適合される。
【０１０２】
　解放ユニットは、エージェントユニットがメディア再交渉を完了した後で、メディア再
交渉より前に転送されるべきメディアフローを解放するように適合される。
【０１０３】
　上記のシステムに基づいて、本発明の一実施形態では、マルチメディア呼の連続性を実
施するための方法がさらに提供される。図１３を参照すると、方法は、主に以下のステッ
プを含む。
【０１０４】
　Ｓ１で、ＭＴＦ　ＵＥは、メディアフロー転送コンテキスト情報を運ぶメディアフロー
転送要求を開始する。
【０１０５】
　このステップでは、ＭＴＦ　ＵＥは、以下の方法のうちの１つの中で、メディアフロー
転送要求を開始する。
【０１０６】
　ＭＴＦ　ＵＥは、デスティネーション側ネットワーク内の既存のセッションに転送され
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る必要があるメディアフローコンポーネントの転送を指示する。
【０１０７】
　ＭＴＦ　ＵＥは、転送されるべきメディアフローコンポーネントを運ぶための、転入側
アクセスネットワーク内の呼の確立を指示する。
【０１０８】
　運ばれるメディアフロー転送コンテキスト情報は、転送されるべきメディアコンポーネ
ントの識別情報と、転入側ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポートされるメディ
アフローコンポーネントの情報と、置換指示とを、少なくとも含む。
【０１０９】
　１）転送されるべきメディアコンポーネントの識別情報は、どのメディアコンポーネン
トが転送されるべきかを識別するように適合される。その特定の実施は、例えば、処理中
のメディアのＩＰアドレスおよびポート番号情報、または、既存のセッションＩＤとメデ
ィアコンポーネントＩＤとの組み合わせなどの、独立したメディアコンポーネントＩＤ（
すなわち、メディアコンポーネントのＳＤＰ情報）である。
【０１１０】
　２）転入側ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポートされるメディアフローコン
ポーネントの情報は、以下に限定されないが、メディアフォーマット情報とメディアポー
ト情報とを含む。
【０１１１】
　３）置換指示は、転送されるべきメディアコンポーネントを、転送されるべきメディア
コンポーネントに対応する、転入側ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポートされ
るメディアフローコンポーネントに、置換することを示す。
【０１１２】
　特定の実施においては、メディアフロー転送コンテキスト情報をＭＴＦに配送するため
に、メディアフロー転送コンテキスト情報は、ＩＭＳドメイン内のＳＩＰセッション要求
内のヘッダフィールド、パラメータ、またはメッセージボディを拡張することによって運
ばれる。以下のケースがさらに存在してもよい。
【０１１３】
　第１のケースでは、ＭＴＦ　ＵＥがＩＭＳドメイン内でメディアフロー転送要求を開始
する場合、メディアフロー転送コンテキスト情報は、ＳＩＰセッション要求が組み立てら
れる際に、要求内で運ばれる。
【０１１４】
　第２のケースでは、ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメイン内でメディアフロー転送要求を開始す
る場合、ＭＴＦ　ＵＥはＭＴＦにメディアフロー転送コンテキスト情報を配送し、これは
以下のステップを含む。ＭＴＦ　ＵＥは、上記の情報を、ドメイン転送要求のユーザ間（
ｕｓｅｒ－ｔｏ－ｕｓｅｒ）（Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅｒ）情報要素内で運ぶ。要求を受信した
後で、ＶＭＳＣは、ＣＡＭＥＬのＩＤＰメッセージ内のＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報要素を介
した記憶のために、ユーザのＣＡＭＥＬアプリケーションエンティティ（ＣＡＭＥＬサー
ビス）に要求をトリガする。ＣＳドメイン内のドメイン転送要求がＩＭＳドメインにルー
ティングされたら、ＣＳＡＦが、ＣＡＭＥＬサービスと相互作用して情報を取得し、次に
、ＳＩＰセッション要求メッセージを組み立てる際にそのメッセージ内で情報を運ぶ。運
ぶ方法は、ＩＭＳドメイン内で情報が配送される場合の方法と同じである。その後、情報
は、ＭＴＦ　ＵＥからＭＴＦに配送されるように、ＳＩＰセッション要求メッセージ内で
ＭＴＦにトリガされる。
【０１１５】
　あるいは、ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメイン内でメディアフロー転送要求を開始する場合、
ＭＴＦ　ＵＥはＭＴＦにメディアフロー転送コンテキスト情報を配送し、これは以下のス
テップを含む。ＭＴＦ　ＵＥは、上記の情報を、ドメイン転送要求のＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒ
情報要素内で運ぶ。要求を受信した後で、ＶＭＳＣが、例えば、統合サービスデジタルネ
ットワークユーザ部（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ　ｄｉｇｉｔａｌ　ｎｅ
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ｔｗｏｒｋ　ｕｓｅｒ　ｐａｒｔ）（ＩＳＵＰ）、ベアラ非依存呼制御（ｂｅａｒｅｒ　
ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｃａｌｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ）（ＢＩＣＣ）などの、ネットワー
ク間インタフェースシグナリング（ｎｅｔｗｏｒｋ－ｎｅｔｗｏｒｋ　ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を介してセルを配送し、次に、情報要素を、ＩＭＳネットワー
クインターワーキングエンティティＭＧＣＦによって、ＳＩＰシグナリング内の、パラメ
ータ、ヘッダフィールド、またはメッセージボディの、任意の形態または組み合わせに変
換し、そして最後に、ＳＩＰシグナリングを介してＭＴＦに転送コンテキスト情報を配送
する。
【０１１６】
　あるいは、ＭＴＦ　ＵＥがＣＳドメイン内でメディアフロー転送要求を開始する場合、
ＭＴＦ　ＵＥはＭＴＦにメディアフロー転送コンテキスト情報を配送し、これは以下のス
テップを含む。ＭＴＦ　ＵＥは、上記の情報を、ドメイン転送要求のＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒ
情報要素内で運ぶ。要求を受信した後で、ＡＧＦが、セルを、ＳＩＰシグナリング内の、
パラメータ、ヘッダフィールド、またはメッセージボディの、任意の形態または組み合わ
せに変換し、そして最後にそれを、ＳＩＰシグナリングを介してＭＴＦに配送する。
【０１１７】
　Ｓ２で、ＭＴＦは、要求内で運ばれるメディアフロー転送コンテキスト情報に従ってリ
モートＵＥとのメディア再交渉を開始および実行するための、エージェントとして働く。
【０１１８】
　このステップでは、最初に、ＭＴＦは、ＭＴＦ　ＵＥがメディアフロー転送要求を開始
したことを、要求内で運ばれる置換指示によって識別する。次に、ＭＴＦは、既知のアク
セス側セッションＩＤ（すなわち、転送されるべきメディアフローのアクセスレグＩＤ）
に従って、リモートＵＥのセッションレグ（リモートレグ）を関連付け、そして、ＭＴＦ
は、転送されるべきメディアコンポーネントの識別情報に対応する、転入側ネットワーク
内でＭＴＦ　ＵＥによってサポートされるメディアフローコンポーネントの情報に基づい
て、リモートレグ上におけるリモートＵＥとのメディア交渉を開始および実行するための
、エージェントとして働く（すなわち、リモートレグを再交渉する）。
【０１１９】
　Ｓ３では、メディア再交渉が完了した後で、メディア再交渉より前に転送されるべきメ
ディアフローが解放される。
【０１２０】
　メディア再交渉が成功した後で、メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフロ
ーは解放され（すなわち、転送されるべきメディアフローのアクセスレグが解放され）、
それに対応して、転送されるべきメディアコンポーネントは、転入側ネットワーク内でＭ
ＴＦ　ＵＥによってサポートされるメディアフローコンポーネントに置換される。
【０１２１】
　メディア再交渉より前に転送されるべきメディアフローの解放は、以下の手法のうちの
１つを含む。
【０１２２】
　元のセッションが少なくとも２つのメディアフローコンポーネントを保持する場合、Ｍ
ＴＦまたはＭＴＦ　ＵＥは、メディア再交渉を開始し、そして、ＭＴＦとＭＴＦ　ＵＥと
の間のメディア再交渉を介して、転送されるべきメディアフローを解放する。
【０１２３】
　元のセッションが１つのメディアフローコンポーネントを保持する場合、ＭＴＦまたは
ＭＴＦ　ＵＥは、転送されるべきメディアフローを解放するために、元のセッションの解
放を開始する。
【０１２４】
　本発明について、９つの実施形態を使用して以下で説明する。
【０１２５】
　第１の実施形態による方法では、非リアルタイムメディアがＩＰ－ＣＡＮ２からＩＰ－
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ＣＡＮ１に転送される（注：１．この実施形態は、非リアルタイムメディアフローの転送
を例に取っており、リアルタイムメディアフローの転送にも適用されてもよい。２．メデ
ィア再交渉は、ＲＥＩＮＶＩＴＥを例に取っており、例えばＵＰＤＡＴＥなどの、その他
のＳＩＰ方法を使用してもよい。３．このモードは、上述の任意のシステム配備様式に適
用されてもよい。４．この実施形態は、主要な処理エンティティのみを示しているが、す
べてのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない。５．リモートエンドとのメ
ディア交渉と、デスティネーションネットワーク内での新しいセッションの確立プロセス
とは、他の順序であってもよく、この実施形態は好ましい実施方法を提供しているにすぎ
ない。６．メディアがＣＳに転送される場合、その転送要求の開始および配送は、第３、
第４、第５、第６、および第７の実施形態で示される方法によって実施されてもよい）。
図１４を参照すると、前提条件は、ＭＴＦ　ＵＥがＩＰ２アクセス手法でリモートＵＥと
のＩＭＳマルチメディアセッションを完成済みであり、そして、ＭＴＦエンティティが呼
経路内にアンカーリングされているということである。この方法は、以下のステップを含
む。
【０１２６】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、非リアルタイムメディアがＩＰ－ＣＡＮ２からＩＰ－ＣＡＮ１ベ
アラに転送される必要があるということを判定し、その結果、ＭＴＦ　ＵＥは、転入側ネ
ットワーク内の呼を開始して、メディアフロー転送コンテキストを運ぶ。
【０１２７】
　２．ＭＴＦがＡＳとして実施されている場合は、ＩＭＳネットワーク内のＳ－ＣＳＣＦ
が、ｉＦＣを介して、処理のためにＭＴＦに呼をトリガし、そして、ＭＴＦがＰ－ＣＳＣ
Ｆ／ＡＧＦとＳ－ＣＳＣＦとの間に配置されている場合は、ＭＴＦは、登録の間に、シグ
ナリング経路内に挿入済みなので、ＭＴＦ　ＵＥによって送信された呼要求は自然に取得
されてもよい。呼要求を受信したら、ＭＴＦは、メディアフロー転送コンテキストに従っ
て、古い非リアルタイムメディア情報を新しい非リアルタイムメディア情報に置換した後
で、リモートレグ上の新しいＳＤＰを構成する。
【０１２８】
　３．ＭＴＦは、リモートレグ上のリモートユーザとのメディア再交渉と、メディア再交
渉の後続のフローとを開始するための、ユーザのエージェントとして働く。
【０１２９】
　４．新しいベアラ上の非リアルタイムメディアフローが確立された後で、ＭＴＦは、非
リアルタイムメディアが存在する元のセッションを解放する。（注：この実施形態は、非
リアルタイムメディアが存在する元のセッションの解放を例に取っているが、元のセッシ
ョン上のメディア交渉プロセスを介して、転送されるメディアを削除してもよい。）
【０１３０】
　第２の実施形態による方法では、リアルタイムメディアが、ＣＳから、ＩＰ－ＣＡＮ１
上の既存のセッションに転送される（注：１．この実施形態は、リアルタイムメディアの
転送を例に取っているが、非リアルタイムメディアフローの転送にも適用されてもよい、
２．メディア再交渉は、ＲＥＩＮＶＩＴＥを例に取っているが、例えばＵＰＤＡＴＥなど
の、その他のＳＩＰメディア変更フローを使用してもよい。３．このモードは、上述の任
意のシステム配備様式に適用されてもよい。４．この実施形態は、主要な処理エンティテ
ィのみを示しており、すべてのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない。５
．リモートエンドとのメディア交渉と、転入側ネットワーク内での新しいセッションの確
立プロセスとは、他の順序であってもよく、この実施形態は好ましい実施方法を提供して
いるにすぎない）。図１５を参照すると、前提条件は、ＭＴＦ　ＵＥが、ＩＰ１およびＣ
Ｓアクセス手法で、リモートＵＥとの、関連付けられたＩＭＳマルチメディアセッション
を完成済みであり、そして、ＭＴＦエンティティが呼経路内にアンカーリングされている
ということである。この方法は、以下のステップを含む。
【０１３１】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、リアルタイムメディアが、ＣＳから、ＩＰ－ＣＡＮ１ベアラ上の
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既存の非リアルタイムセッションに転送される必要があるということを判定し、したがっ
て、ＭＴＦ　ＵＥは、転入側ネットワーク内でのメディアフロー再交渉を開始し、メディ
アフロー転送コンテキストを運ぶ。
【０１３２】
　２．ＭＴＦがＡＳとして実施されている場合は、ＩＭＳネットワーク内のＳ－ＣＳＣＦ
が、ｉＦＣを介して、処理のためにＭＴＦに呼をトリガし、そして、ＭＴＦがＰ－ＣＳＣ
Ｆ／ＡＧＦとＳ－ＣＳＣＦとの間に配置されている場合は、ＭＴＦは、登録の間に、シグ
ナリング経路内に挿入済みなので、ＭＴＦ　ＵＥによって送信された呼要求は自然に取得
されてもよい。呼要求を受信したら、メディアフロー転送コンテキストに従って、古いリ
アルタイムメディア情報は、新しいリアルタイムメディア情報に置換され、そして、リモ
ートレグ上の新しいＳＤＰ情報が構成される。
【０１３３】
　３．ＭＴＦは、リモートユーザとのメディア再交渉と、メディア再交渉の後続のフロー
とを開始するための、ユーザのエージェントとして働く。
【０１３４】
　４．新しいベアラ上のリアルタイムメディアフローが確立された後で、ＭＴＦは、リア
ルタイムメディアが存在する元のセッションを解放する。
【０１３５】
　第３の実施形態による方法では、ＣＳアクセス内でＭＴＦにメディアフロー転送コンテ
キストが配送される方法が提供される（注：１．この実施形態は、第１、第２、および第
５の実施形態のシステムに適用されてもよい。２．この実施形態は、主要な処理エンティ
ティのみを示しており、すべてのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない。
３．ＭＴＦ　ＵＥは、ＣＳおよび１つのＩＰアクセス手法を少なくともサポートする）。
図１６を参照すると、この方法は、以下のステップを含む。
【０１３６】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、ユーザネットワークインタフェースを介して処理のために端局Ｖ
ＭＳＣに配送されるべき、Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報要素内で、メディアフロー転送コンテ
キストを運ぶ。
【０１３７】
　２．ＶＭＳＣは、Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅｒセルから受信した情報を、ユーザ加入に従って、
ユーザのホームＩＭＳネットワーク内のＳＣＰアプリケーションに、ＣＡＭＥＬ　ＩＤＰ
メッセージを介して配送する（ここで、ＳＣＰ　Ａｐｐは、ｇｓｍＳＣＰエンティティと
ＣＡＭＥＬサービスエンティティとの全体を示し、ＣＡＭＥＬメッセージは、最初にｇｓ
ｍＳＣＰにトリガされ、次に、内部インタフェースを介してＣＡＭＥＬサービスに配送さ
れるべきである）。ＳＣＰ　Ａｐｐは、それ自体で、ＩＭＳルーティング番号（ＩＭＳ　
ｒｏｕｔｉｎｇ　ｎｕｍｂｅｒ）（ＩＭＲＮ）のルーティング番号を割り当てるか、また
は、ＣＳＡＦと相互作用してＩＭＲＮを割り当て、そして、ＩＤＰ応答メッセージ内でＶ
ＭＳＣにＩＭＲＮを返す。
【０１３８】
　３．ＶＭＳＣは、リダイレクトされた番号に従って、ＩＭＳネットワークのゲートウェ
イＭＧＣＦに呼をルーティングする。ＭＧＣＦは、インテロゲーティングＣＳＣＦ（ｉｎ
ｔｅｒｒｏｇａｔｉｎｇ－ＣＳＣＦ）（Ｉ－ＣＳＣＦ）を介して、Ｍａインタフェースを
使用することによって、ＣＳＡＦエンティティに呼を送る。
【０１３９】
　４．ＣＳＡＦは、ＣＳドメインからルーティングされた呼を受信したら、ＳＣＰアプリ
ケーションと相互作用して、記憶されたＣＳドメイン情報を取得し、そして、上記の情報
を、適切なＳＩＰ情報フィールドに組み立てる。
【０１４０】
　５．ＣＳＡＦは、呼を、処理のためにＳ－ＣＳＣＦに送る。
【０１４１】



(22) JP 4977211 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

　６．Ｓ－ＣＳＣＦは、ｉＦＣに従って、ＭＴＦが存在するＡＳに呼をトリガする。
【０１４２】
　第４の実施形態による方法では、ＣＳアクセス内でＭＴＦにメディアフロー転送コンテ
キストが配送される第２の方法が提供される（注：１．この実施形態は、第３の実施形態
のシステムに適用されてもよい。２．この実施形態は、主要な処理エンティティのみを示
しており、すべてのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない。３．ＭＴＦ　
ＵＥは、ＣＳおよび１つのＩＰアクセス手法を少なくともサポートする。４．このフロー
は、小さな変更を伴って、第３の実施形態によるシステムの、他の可能な方法に適用され
てもよい）。図１７を参照すると、この方法は、以下のステップを含む。
【０１４３】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、メディアがＣＳネットワークに転送されるべきであるということ
を判定した後で、ＣＳネットワーク内のＵＤＡＦに対応するＰＳＩ番号を呼び出す。
【０１４４】
　２～４．このＰＳＩ番号に従って、呼はＩＭＳネットワークにルーティングされ、そし
て、Ｉ－ＣＳＣＦを介したＰＳＩルーティングを実行することによって、呼は、処理のた
めにＵＤＡＦに送られる（その他のＰＳＩルーティング手法が採用されてもよい）。
【０１４５】
　５．ＭＴＦ　ＵＥは、ユーザネットワークインタフェースを介して処理のためにＶＭＳ
Ｃに配送されるべき、メディアフロー転送コンテキストと、先のステップで確立された呼
との関連付け情報とを運ぶために、ＵＤＡＦへのＵＳＳＤメッセージを送信する。
【０１４６】
　６～７．ＵＳＳＤアプリケーションのルーティング手法に従って、ＨＳＳが、この要求
を処理のためにＵＤＡＦに送る（ここでは、ＭＴＦ　ＵＥのローミングが例に取られてい
る。ＭＴＦ　ＵＥがホームドメイン内にある場合、要求はＨＳＳを通過しなくてもよい）
。
【０１４７】
　８．ＵＤＡＦは、関連付け情報に従って、処理されるべき呼を発見し、次に、転送コン
テキスト情報に従って、ＳＩＰ要求内にメディアフロー転送コンテキストを組み立てる（
すなわち、ＭＴＦ　ＵＥによってＵＳＳＤメッセージ内で運ばれる、受信したメディアフ
ロー転送コンテキスト情報に従って、ＵＤＡＦは、その情報を、ＳＩＰセッション内のメ
ディア転送要求にマッピングする）。
【０１４８】
　９～１０．ＵＤＡＦは、Ｓ－ＣＳＣＦに呼を送った後で、ｉＦＣに従って、ＭＴＦが存
在するＡＳに呼をトリガする。
【０１４９】
　第５の実施形態による方法では、ＰＳアクセス内でＭＴＦにメディアフロー転送コンテ
キストが配送される方法が提供される（注：１．この実施形態は、第４の実施形態のシス
テムに適用されてもよい。２．この実施形態は、主要な処理エンティティのみを示してお
り、すべてのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない。３．ＭＴＦ　ＵＥは
、ＣＳおよび１つのＩＰアクセス手法を少なくともサポートする。４．このフローは、小
さな変更を伴って、第４の実施形態によるシステムの、他の可能な方法に適用されてもよ
い）。前提条件は、ＭＴＦ　ＵＥと、そのサービングネットワークとは、ＰＳによって運
ばれるシグナリングを介した、ＣＳセッション確立の制御をサポートするということであ
る。図１８を参照すると、この方法は、以下のステップを含む。
【０１５０】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、メディアがＣＳネットワークに転送されるべきであるということ
を判定した後で、ＰＳネットワーク内の、特別な被呼番号（ｃａｌｌｅｄ　ｎｕｍｂｅｒ
）（例えば、ＶＤＩ）を呼び出し、そして、メディアがＣＳに転送されるということを示
すメディアフロー転送コンテキスト情報を運ぶ。
【０１５１】
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　２．ＩＭＳネットワークは、発呼者ｉＦＣの一致に従って、処理のために、ＭＴＦ／Ｃ
ＳＣが存在するＡＳに呼要求をトリガする。
【０１５２】
　３．ＭＴＦ／ＣＳＣは、リアルタイムメディアがさらに転送されるべきであるというこ
とを判定し、そして、２つのセッション要求を関連付けるために、ＣＳベアラ上のセッシ
ョン確立要求を待つ。任意選択で、ＭＣＣ／ＣＳＣは、例えば、ＩＰ１セッション確立要
求の逆方向応答（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）（例えば、１８３）内で、ＣＳ
セッションとＩＰ１上のＰＳセッションとの間の関連付け情報を運ぶことによって、動的
転送番号ＶＤＮを割り当てる。番号は、ＭＴＦ／ＣＳＣが存在するＡＳへの、ＩＭＳネッ
トワーク内のＰＳＩ番号であってもよい。
【０１５３】
　４～７．応答を受信した後で、ＭＴＦ　ＵＥは、割り当てられた転送番号を被呼番号と
して使用する。被呼番号は、ＭＴＦ／ＣＳＣのＰＳＩ番号であるため、呼要求は、ＭＣＣ
／ＣＳＣが存在するＡＳに、処理のために送られてもよい（２つのセッションが、発呼者
番号（ｃａｌｌｉｎｇ　ｎｕｍｂｅｒ）と転送指示（ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ）とを介して関連付けられる場合、ネットワークの動的割り当てを待たずに、ＭＣ
Ｃ　ＵＥ内で転送ルーティング番号（ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｒｏｕｔｉｎｇ　ｎｕｍｂｅｒ
）が設定されてもよく、そしてこの場合、転送シグナリングの確立遅延を減らすために、
第４のステップと第１のステップとは同時に実行される）。
【０１５４】
　８．ＣＳセッション要求を受信した後で、ＭＴＦ／ＣＳＣは、前述の関連付け方法に従
って、ＰＳ上のセッション要求を見つけて、その中のメディアフロー転送コンテキスト情
報に従って、メディア転送処理を実行する。
【０１５５】
　第６の実施形態による方法では、ＣＳアクセス内でＭＴＦにメディアフロー転送コンテ
キストが配送される第３の方法が提供される（注：１．この実施形態は、第１、第２、お
よび第５の実施形態のシステムに適用されてもよい。２．この実施形態は、主要な処理エ
ンティティのみを示しており、すべてのネットワークエンティティを含んでいるとは限ら
ない。３．ＭＴＦ　ＵＥは、ＣＳおよび１つのＩＰアクセス手法を少なくともサポートす
る）。図１９を参照すると、この方法は、以下のステップを含む。
【０１５６】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、ユーザネットワークインタフェースを介して処理のために端局Ｖ
ＭＳＣに配送されるべき、Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報要素内で、メディアフロー転送コンテ
キストを運ぶ。
【０１５７】
　２．ＶＭＳＣは、受信したＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒセルを、ＮＮＩシグナリング（ＩＳＵＰ
またはＢＩＣＣ）内のＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報要素に組み立て、ＣＭＡＥＬリダイレクシ
ョン処理に従って、呼を、処理のためにＭＧＣＦに送る。
【０１５８】
　３．ＭＧＣＦは、Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅｒ情報ユニットを、ＳＩＰセッション要求のパラメ
ータ、ヘッダフィールド、またはメッセージボディに変換し、次に、要求をＳＩＰメッセ
ージに組み立てる。
【０１５９】
　４～５．ＳＩＰセッション要求は、ＩＭＳネットワークにルーティングされ、ＩＭＳネ
ットワークは、発呼者ｉＦＣに従って、ＭＴＦが存在するＡＳに呼をトリガする。
【０１６０】
　第７の実施形態による方法では、ＣＳアクセス内でＭＴＦにメディアフロー転送コンテ
キストが配送される第４の方法が提供される（注：１．この実施形態は、第６の実施形態
のシステムに適用されてもよい。２．この実施形態は、主要な処理エンティティのみを示
しており、すべてのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない）。図２０を参
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照すると、この方法は、以下のステップを含む。
【０１６１】
　１．ＭＴＦ　ＵＥは、ユーザネットワークインタフェースを介して、Ｕｓｅｒ２Ｕｓｅ
ｒセル内でメディアフロー転送コンテキストを運び、セルを、処理のためにＡＧＦに配送
する。
【０１６２】
　２．ＡＧＦは、受信したＵｓｅｒ２Ｕｓｅｒセルを、ＳＩＰセッション要求のパラメー
タ、ヘッダフィールド、またはメッセージボディに変換し、次に、要求をＳＩＰメッセー
ジに組み立てる。
【０１６３】
　３．ＡＧＦは、ＳＩＰセッション要求を、登録情報に従って、ユーザのホームＩＭＳネ
ットワークに送り、そして、ＩＭＳネットワークの関連するエンティティ（例えば、Ｓ－
ＣＳＣＦ）が、発呼者ｉＦＣに従って、呼を、処理のためにＭＴＦにトリガする。
【０１６４】
　第８の実施形態による方法では、マルチメディアセッション内のリアルタイムメディア
がＩＰ－ＣＡＮ２からＩＰ－ＣＡＮ１に転送された場合の、解放処理が提供される（注：
１．この実施形態の解放処理は、任意の転送モード（第１および第２の実施形態の方法に
おけるモードを含む）に適用されてもよく、または、マルチメディアセッション内の非リ
アルタイムメディア転送に適用されてもよい。２．メディア再交渉は、ＲＥＩＮＶＩＴＥ
を例に取っているが、例えばＵＰＤＡＴＥなどの、その他のＳＩＰメディア変更フローを
適用してもよい。３．この実施形態は、主要な処理エンティティのみを示しており、すべ
てのネットワークエンティティを含んでいるとは限らない。４．リモートエンドとのメデ
ィア交渉と、デスティネーションネットワーク内での新しいセッションの確立プロセスと
は、他の順序であってもよく、この実施形態は好ましい実施方法を提供しているにすぎな
い）。図２１を参照すると、前提条件は、ＭＴＦ　ＵＥがＩＰ２アクセス手法でリモート
ＵＥとのＩＭＳマルチメディア会話を完成済みであり、そして、ＭＴＦエンティティが呼
経路内にアンカーリングされているということである。この方法は、以下のステップを含
む。
【０１６５】
　１～３．マルチメディアセッション内のリアルタイムメディアがＩＰ－ＣＡＮ２からＩ
Ｐ－ＣＡＮ１に転送される、メディア交渉フローが実行される。
【０１６６】
　４．ＭＴＦは、新しいベアラ上のリアルタイムメディアフローが確立された後で、元の
セッション上のメディア再交渉を実行することによって、転送されるべきリアルタイムメ
ディアを解放する（または、ＭＴＦ　ＵＥは、メディアチャネルの切り替えを検出した後
で、マルチメディアセッション内の転送済みメディアを解放するための再交渉を開始する
）。
【０１６７】
　第９の実施形態による方法では、リアルタイムメディアのセッションがＩＰ－ＣＡＮ２
からＩＰ－ＣＡＮ１に転送される、解放処理が提供される（注：１．この実施形態の解放
処理は、任意の転送モード（第１および第２の実施形態の方法におけるモードを含む）に
適用されてもよく、または、マルチメディアセッション内の非リアルタイムメディア転送
に適用されてもよい。２．メディア再交渉は、ＲＥＩＮＶＩＴＥを例に取っているが、例
えばＵＰＤＡＴＥなどの、その他のＳＩＰメディア変更フローを適用してもよい。３．こ
の実施形態は、主要な処理エンティティのみを示しており、すべてのネットワークエンテ
ィティを含んでいるとは限らない。４．リモートエンドとのメディア交渉と、デスティネ
ーションネットワーク内での新しいセッションの確立プロセスとは、他の順序であっても
よく、この実施形態は好ましい実施方法を提供するにすぎない。５．ＭＴＦ　ＵＥは、２
つのＩＰアクセス手法を少なくとも含む）。図２２を参照すると、前提条件は、ＭＴＦ　
ＵＥがＩＰ２アクセス手法で、リモートＵＥとの、リアルタイムメディアを含むＩＭＳセ
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ッションを完成済みであり、そして、ＭＴＦエンティティが呼経路内にアンカーリングさ
れているということである。この方法は、以下のステップを含む。
【０１６８】
　１～３．マルチメディアセッション内のリアルタイムメディアがＩＰ－ＣＡＮ２からＩ
Ｐ－ＣＡＮ１に転送される、メディア交渉フローが実行される。
【０１６９】
　４．ＭＴＦは、新しいベアラ上のリアルタイムメディアフローが確立された後で、元の
セッションを解放する（または、ＭＴＦ　ＵＥは、メディアチャネルの切り替えを検出し
た後で、転送済みメディアが存在する元のセッションの解放を開始する）。
【０１７０】
　上記を考慮すると、マルチメディア呼の連続性を実施するためのシステム、方法、およ
び装置が、本発明の実施形態において提供される。マルチモード端末ＭＴＦ　ＵＥは、複
数のモード間でのメディアフローの転送をサポートし、そして、開始されるメディアフロ
ー転送要求内で、メディアフロー転送コンテキスト情報を運んでもよい。メディアフロー
転送コンテキスト情報は、転送されるべきメディアコンポーネントの識別情報と、転入側
アクセスネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポートされるメディアフローコンポー
ネントの情報と、置換指示とを少なくとも含む。ＭＴＦは、転送されるべきメディアコン
ポーネントの識別情報に対応する、転入側ネットワーク内でＭＴＦ　ＵＥによってサポー
トされるメディアフローコンポーネントの情報に基づいて、リモートＵＥとのメディア再
交渉を開始および実行するための、エージェントとして働く。メディア再交渉が成功した
後で、転送されるべきメディアフローは解放され、それによって、異なるアクセスモード
のベアラ間でのメディアフロー転送が実施される。
【０１７１】
　本発明の実施形態では、マルチモード端末のさまざまなアクセスモードのベアラ間での
メディアフロー転送の問題が、ＭＴＦを追加することによって、ＶＣＣの既存のフローに
影響を及ぼすことなく解決され、ユーザのモバイル体験は向上し、ネットワークモビリテ
ィサービスにおける事業者の競争力も強化される。
【０１７２】
　本開示の例示および説明を、その例示的実施形態を参照して提供してきたが、添付の特
許請求の範囲によって定義される、本開示の精神および範囲から逸脱することなく、形態
および詳細におけるさまざまな変更が行われてもよいということが、当業者によって理解
されるべきである。
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